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４号機復水貯蔵タンクの水位低下について

４号機復水貯蔵タンク（ＣＳＴ）の水位*が低下傾向（ 80.5%→67.7% ）にあ
ることを、2019年1月18日に確認した。（ 2016年11月頃から徐々に低下傾向
を示しており、1月18日時点で低下量は約300m3）
＊４号機ＣＳＴに保管している水は、震災以前のプラント内で使用した水であり、

原子炉水等に存在するトリチウムが1.2×105Bq/L程度（他核種は検出限界値
未満）含まれている。

低下傾向にあることを確認した経緯は、以下のとおり。
• 2019年１月10日にトレンチ等の溜まり水点検を行ったところ、４号機タービ

ン建屋海側にある配管ダクト内に約3m3の溜まり水があることを確認した。
（当該配管ダクトについては、2017年11月に約5m3の溜まり水が確認されて
おり、その水については移送済み。）

• 当該配管ダクト内に溜まり水があった要因として周辺設備の調査を行っている
中で、ＣＳＴ水位が低下傾向にあることを確認した。

４号機ＣＳＴは２重構造で、タンクからの配管は４号機建屋のみに繋がっており、
2019年1月22日に現場状況を確認した結果、４号機ＣＳＴや配管からの漏えい
は確認されなかったことから、４号機ＣＳＴの水は配管内を通じて建屋内に流入
したものと考えている。
また、４号機ＣＳＴの水位が低下傾向にあることが確認された2016年11月以降
に採取した近傍サブドレンピットの水において、トリチウム濃度に有意な変動は
確認されていない。
当該配管ダクト内にある溜まり水の調査、およびＣＳＴの水抜きについて検討し
ていく。 １
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類似箇所の調査状況
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Ｎｏ． 箇所 確認結果

２ ５,６号機貯留タンク（フランジ） 異常なし

３ ５,６号機貯留タンク（溶接） 異常なし

５ Ｎｏ．１ろ過水タンク 異常なし

７ 濃縮水タンク 上記の通り

１１ １号ＣＳＴタンク 異常なし

１２ ２号ＣＳＴタンク 異常なし

Ｎｏ． 箇所 確認結果

１３ ３号ＣＳＴタンク 異常なし

１４ ４号ＣＳＴタンク 異常なし

３６ ５号ＣＳＴタンク 異常なし

３７ ６号ＣＳＴタンク 異常なし

４１ ＳＰＴタンク（１～４号）（Ａ） 異常なし

４４ 純水タンクＮｏ．１ 異常なし

今回の件を受け、「汚染水等構内溜まり水の状況」の内、溜まり水を保有してい
る１２箇所のタンクについて過去2年分の状況（水位変化）を確認し、１１箇所に
ついては、有意な水位変動がないことを確認した。

Ｎｏ．７の濃縮水タンクについては、5基連結しているタンクの一部に水位低下傾
向が確認されたが、日々の現場パトロールで漏えいが無いことを確認しており、
変動分は、連結している他の4タンクへ移動したものと推定。

【12箇所のタンクの水位変化の確認状況】
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調査状況

５基が連結されている濃縮水タンクについて、1段目タンクの水位指示値が2016年7月より約18%

（水量換算約６m3）低下していることを確認。

濃縮水タンクは1回/日パトロールによる現場確認を実施し，タンク・配管・弁および堰内に漏えいがない

ことを確認しており、連絡管閉止用バルーン※の圧力低下が確認されていることから、水位低下分は、

連絡管を通じて2段目から5段目のタンクへ移動したと考えている。

※連絡管閉止用バルーン：移送用タンク（5段目）へのスラッジの流出を防ぐために設置。

＜系統概要＞

・蒸発濃縮装置 濃縮水タンクは角型鋼製タンク5基にて構成し，タンクには濃縮水を保管中。

・蒸発濃縮装置は，2016年7月時点では既に運用停止され、現在は、系統から切り離されている。

・タンク水位計は5基あるタンクの1段目と5段目に設置されており，指示値が低下したタンクは1段目。

・濃縮水タンクおよび配管等はコンクリート堰内に設置。1日1回のパトロールで漏えいがないことを確認。

蒸発濃縮装置 濃縮水タンク水位指示低下について
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指示値低下が見られた
タンク水位計

1段目 2段目 ・・・・・ 5段目
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【参考】今後の対応

4号機放射性流体用配管ダクト内部に溜まり水が確認されたため、その流入経路を特定す
るため、ダクト内部の調査を実施する
ダクト内部の溜まり水（約3m3）を2T/Bに移送後、ダクト内部を清掃、以下の頻度でダ
クト内部の状況を確認し、水の流入有無を確認（状況に変化があった場合は都度確認頻度
の見直し）

確認頻度：水移送を行った週は毎日確認
その後1回/週確認（3月以降は確認頻度を見直し）
上記の他、降雨翌日に確認

1月 2月 3月
28～ 4～ 11～ 18～ 25～ 4～ 11～ 18～ 25～

溜まり水の
移送

ダクト内部
の清掃
内部状況の
確認

2/5

2/5

2/5 2/8

※上記の他、降雨翌日に内部状況の確認を行う

４号機CSTの水抜きについては、２月中を目途に準備が出来次第開始する予定。


